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二
一
二
　
（
九
一
八
）

「
労
働
と
律
動
」
に
於
け
る
日
本
関
係
の
記
事淡

　
　
川

康

　
古
今
東
西
の
作
業
歌
約
三
〇
〇
歌
を
系
統
的
に
蒐
集
し
、
以
て
律
動

と
歌
と
が
労
働
に
及
ぼ
す
効
果
を
実
証
致
し
、
研
究
し
た
、
カ
ー
ル
・

ビ
ユ
ヒ
ア
ー
の
「
労
働
と
韻
律
」
と
題
す
る
特
殊
研
究
（
内
・
舅
ま
ざ
三

ト
ま
９
庁
自
邑
｝
ゴ
＜
亭
昌
豪
９
ト
自
宍
－
９
寝
厨
お
農
）
は
、
杜
会

経
済
史
の
上
か
ら
見
て
極
め
て
興
味
深
い
労
作
で
あ
る
の
は
勿
論
、
近

代
的
工
場
に
於
い
て
現
在
リ
ズ
ム
を
利
用
し
、
音
楽
の
力
を
借
っ
て
作

業
の
規
整
、
軽
減
、
惹
い
て
は
能
率
増
進
、
更
ら
に
は
又
労
働
者
の
厚

生
、
福
杜
の
向
上
等
が
企
図
せ
ら
れ
、
又
学
校
に
於
け
る
体
育
に
音
楽

や
舞
踊
が
敢
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
現
況
に
見
て
、
此
の
学
績
は
吾
人
が

当
面
し
て
い
る
経
済
的
及
び
杜
会
的
生
活
の
上
に
、
幾
つ
か
の
、
重
要

な
暗
示
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
本
書
の
研
究
対
象
と
し
て

は
、
東
南
洋
の
自
然
民
族
の
生
活
が
か
な
り
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

る
が
、
又
一
方
で
は
極
東
の
文
化
民
族
で
あ
る
申
国
、
朝
鮮
及
び
本
邦

の
、
労
働
に
関
す
る
、
古
来
の
風
習
、
習
俗
、
憤
例
に
論
及
さ
れ
て
い

る
個
処
も
亦
、
少
く
な
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
本
書
の
第
五
章
に
於

い
て
、
　
「
多
衆
を
結
合
す
る
為
め
の
作
業
歌
の
応
用
」
　
（
Ｕ
８
　
↑
ｂ

考
ｏ
ｂ
ら
自
ｂ
帽
ｏ
轟
声
弓
び
９
蒜
帽
轟
四
旨
帽
轟
Ｎ
■
昌
Ｎ
■
竃
冒
冒
¢
目
サ
邑
ａ
冒

湾
簑
實
睾
旨
ｏ
屋
争
ｇ
旨
塞
吻
ｏ
旨
）
と
題
さ
れ
た
部
分
に
は
、
其
の

第
二
の
引
例
と
し
て
、
次
の
様
な
記
事
が
あ
る
、
「
今
挙
げ
た
習
慣

は
（
筆
者
註
一
）
、
中
国
人
も
之
れ
を
持
っ
て
居
り
、
其
の
大
規
模
な

国
家
賦
役
の
際
に
実
行
し
て
い
る
。
ア
ー
・
コ
ン
ラ
デ
ィ
ー
（
苧
Ｏ
昌

ま
毫
）
は
其
に
就
い
て
私
に
次
の
様
な
報
告
し
て
い
る
、
　
「
大
体
労

働
を
リ
ズ
ム
で
誘
導
す
る
こ
と
の
価
値
を
知
っ
て
い
た
ら
し
い
中
国
人

は
、
既
に
遠
い
昔
か
ら
大
狩
猟
、
池
の
構
築
、
城
壁
の
建
設
、
宮
殿
の

建
築
を
初
め
と
す
る
国
家
の
賦
役
労
働
を
調
整
す
る
為
め
に
、
太
鼓
若

し
く
は
鍍
鼓
（
而
か
も
長
さ
一
二
尺
も
あ
る
特
別
の
種
類
の
も
の
、
馨



ノ
ー
　
　
．

ｊ

鼓
）
を
使
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
其
の
、
最
大
の
証
拠
は
周
礼
（
西

紀
前
一
二
世
紀
の
末
）
の
中
の
一
つ
の
規
則
で
あ
ろ
う
、
其
に
日
く
、

以
馨
鼓
鼓
役
使
（
「
馨
鼓
を
以
て
賦
役
仕
事
を
励
ま
す
」
）
と
。
之
れ
は

狩
猟
賦
役
の
み
に
関
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
か
、
其
は
誤
り
で
あ
っ

て
、
他
の
、
多
く
の
証
斑
が
、
其
が
総
て
の
賦
役
仕
事
の
際
に
応
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
斯
様
な
訳
で
あ
っ
て
宋

書
（
西
紀
五
世
紀
）
は
端
的
に
、
「
総
て
の
戦
略
的
な
企
図
や
、
賦
役

仕
事
に
際
し
て
は
、
馨
鼓
（
今
日
の
所
謂
夏
馨
）
が
打
た
れ
る
。
」
と
云

っ
て
居
り
、
叉
詩
経
の
中
に
あ
る
処
の
、
西
紀
前
一
二
世
紀
末
の
も
の

で
、
宮
殿
建
築
の
際
の
、
実
際
の
光
景
を
目
前
に
枕
佛
と
さ
せ
る
、
次

の
歌
節
も
、
此
の
太
鼓
を
使
用
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
、

「
之
を
抹
る
こ
と
嘆
瞑
た
り
、
之
を
度
ぐ
る
こ
と
尭
蘂
た
り
、
之
を
築

く
て
と
馨
馨
た
り
、
削
る
こ
と
展
と
し
て
懸
瀬
た
り
、
百
堵
皆
興
り
、

薯
鼓
勝
へ
ず
。
」
（
筆
者
註
二
）
。

　
　
　
（
筆
者
註
一
）
　
此
の
章
の
初
め
に
は
、
大
要
次
の
様
な
記
事
が

　
　
掲
げ
ら
れ
て
い
る
、
「
多
数
の
人
間
が
同
一
の
行
為
に
協
力
す
る
処

　
　
で
は
、
荷
時
で
も
各
人
は
各
々
其
の
掲
げ
た
目
標
に
達
す
る
こ
と

　
　
は
出
来
る
で
あ
ろ
う
が
、
秩
序
あ
る
、
釣
合
の
と
れ
た
行
動
に
出

　
　
る
必
要
が
不
可
避
的
た
も
の
に
為
る
。
歌
は
此
の
場
合
に
於
い

　
　
　
「
労
働
と
律
働
」
に
於
げ
る
日
本
関
係
の
記
事
（
淡
川
）

　
　
て
、
秩
序
を
支
え
る
力
と
な
り
、
叉
同
時
に
元
気
づ
げ
た
り
、
元

　
　
気
を
依
復
さ
せ
た
り
す
る
為
め
の
手
段
と
為
る
。

　
　
　
此
の
こ
と
は
主
た
る
仕
事
が
自
分
の
身
体
を
或
る
場
所
か
ら
他

　
　
の
場
所
へ
運
ぶ
必
要
あ
る
場
合
に
於
い
て
、
特
に
明
瞭
に
現
は
れ

　
　
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
多
衆
歌
は
労
働
に
何
か
荘
厳
の
気
と
言
っ
た
様
な
も
の
を
与
え

　
　
る
。
戦
争
や
狩
猟
に
出
掛
け
る
の
は
、
多
く
の
白
然
民
族
に
あ
つ

　
　
て
は
祝
祭
行
列
の
様
な
も
の
で
あ
る
、
其
の
拍
節
歩
行
は
展
六
殆

　
　
ど
そ
の
儀
ダ
ソ
ス
に
移
り
変
る
の
で
あ
る
。
」
（
内
一
舅
ま
才
實
一

　
　
声
ま
ｏ
岸
自
邑
｝
耳
亭
昌
易
．
・
。
．
ト
自
申
ｏ
ｏ
．
８
二
ｃ
・
３
。

　
　
　
（
筆
者
註
二
）
　
「
詩
経
」
の
原
文
と
、
之
に
対
す
る
ビ
ェ
ヒ
ァ

　
　
ー
氏
の
独
訳
と
を
掲
ぐ
れ
ぱ
、
夫
々
次
の
如
く
で
あ
る
、
抹
之
嘆

　
　
喫
、
度
之
薙
薙
、
築
之
馨
馨
、
削
展
慈
慈
、
百
堵
皆
輿
、
馨
鼓
弗

　
　
勝
。
　
　
　
片
；
巳
Ｎ
げ
胴
－
Ｎ
げ
寧
ざ
斤
３
ブ
自
酬
旨
胴
“
自
酬
ｂ
堕

　
　
言
斤
３
蒜
ｂ
胴
－
蒜
ｂ
讐
Ｏ
。
－
寿
－
－
｝
ｂ
。
ぎ
岬
弓
、
巨
寧
肩
斤
ま
Ｏ

　
　
江
割
罰
ｄ
寧
斤
ぎ
－
迂
Ｏ
踏
ｂ
狛
．
（
内
．
田
ま
ぎ
三
宰
串
○
．
～

　
　
農
閉
．
）
。

　
又
第
四
章
の
「
作
業
歌
の
各
種
」
を
列
叙
す
る
に
当
っ
て
も
、
其
の

摘
歌
の
項
に
中
国
の
茶
摘
み
歌
に
言
及
し
て
、
次
の
様
に
紹
介
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
二
　
（
九
一
九
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
五
巻
・
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六
号
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い
る
の
で
あ
る
、
「
茶
園
は
多
く
瞼
し
い
山
背
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
故
、
茶
摘
は
婦
人
や
乙
女
に
敢
っ
て
は
実
に
困
難
な
仕
事
で
あ

る
。
彼
女
等
の
労
働
を
元
気
づ
け
る
為
め
に
断
江
省
で
は
家
父
の
一
人

が
竹
笛
で
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
奏
す
る
、
而
し
て
彼
女
等
は
知
っ
て
い
る
茶

摘
歌
。
　
「
西
山
に
登
り
、
聖
葉
を
摘
む
」
と
云
っ
た
様
な
古
歌
を
唱
え

る
の
で
あ
る
。
西
方
の
聖
都
拉
薩
に
は
仏
陀
が
住
ん
で
い
る
、
其
処
に

は
不
死
の
妙
薬
の
聖
葉
も
茂
っ
て
い
る
、
と
云
う
様
な
意
味
で
あ
る
。

此
の
歌
は
退
屈
な
茶
摘
の
仕
事
を
西
方
の
巡
礼
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。

此
の
際
、
働
く
老
は
其
の
労
働
苦
を
忘
れ
る
の
で
あ
る
。
此
の
仕
事
は

次
第
に
急
速
調
で
進
め
ら
れ
、
婦
人
達
は
皆
仕
事
の
一
定
部
分
を
済
ま

せ
た
後
に
、
他
の
も
の
に
残
さ
れ
度
く
な
い
の
で
あ
る
。
」
（
内
・
　
団
饒

○
ぎ
§
．
四
．
◎
．
乙
ｏ
．
二
昌
－
農
し
。
此
の
記
事
は
法
律
学
生
で
あ
っ
て
、

一
九
〇
七
－
八
年
に
ラ
イ
プ
チ
ヒ
（
■
９
寝
ポ
）
の
合
同
国
家
科
学
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
の
会
員
で
あ
っ
た
、
寧
波
の
周
玉
卿
氏
の
報
告
す
る
処
に
係

る
旨
の
註
記
が
あ
る
。

　
さ
て
次
に
本
書
に
於
け
る
日
本
関
係
の
記
事
で
あ
る
が
、
其
の
第
四

章
の
「
作
歌
の
各
種
」
と
題
さ
れ
た
、
諾
外
国
の
引
例
の
中
に
、
　
「
日

本
の
も
の
と
し
て
は
、
私
は
日
本
の
馬
子
が
其
の
馬
を
連
れ
て
行
進
す

る
途
上
で
唱
う
歌
詞
を
六
篇
手
に
入
れ
て
い
る
。
」
と
し
て
、
次
の
様
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
四
　
（
九
二
〇
）

列
叙
さ
れ
て
い
る
（
内
・
｝
ま
ぎ
三
牢
苧
○
・
ｏ
ｏ
．
二
お
ー
畠
し
。
「
伊

勢
は
津
で
も
つ
、
津
は
伊
勢
で
も
つ
。
　
「
屍
張
名
古
屋
は
城
で
も
つ
。
」

（
事
轟
オ
げ
宕
ｏ
争
竃
弓
ｏ
・
ｐ
考
婁
｛
。
。
け
宗
ｑ
争
暮
　
Ｈ
竃
一
考
婁

オ
“
オ
９
弩
｝
曽
ぎ
◎
考
弩
－
争
罵
ｏ
．
ｏ
ま
ｏ
ｏ
争
◎
寒
）
（
筆
者
註
一
）

（
伊
豆
地
方
）
「
富
士
の
頭
が
つ
ん
燃
え
名
、
な
じ
よ
に
煙
が
つ
ん
燃
え
る

？
三
島
女
郎
衆
に
、
が
ら
ら
打
ち
込
み
、
焦
が
れ
お
じ
ゃ
っ
た
ら
つ
ん

燃
え
た
－
、
し
よ
ん
が
へ
ど
－
ど
ー
！
」
（
Ｕ
實
９
貝
９
Ｐ
轟
司
ａ
｛

ず
Ｈ
¢
旨
ま
．
考
顯
Ｈ
■
昌
げ
■
ｏ
旨
ま
ｑ
¢
■
■
四
自
ｏ
ブ
～
．
考
９
Ｈ
昌
ｐ
目
ま
ｏ

】
Ｕ
守
目
ｏ
冒
き
ｂ
峯
げ
巨
旨
９
竺
５
ま
旨
９
旨
胴
ｏ
考
冒
守
旨
ゴ
四
“
奉
０
ｂ
昌

ｏ
。
庁
ぎ
巨
ｏ
ず
¢
げ
毒
目
冒
¢
箏
峯
實
｛
ｏ
貝
幸
寸
ｑ
　
（
ｏ
實
弓
ａ
｛
）
ま

曽
撃
旨
冒
彗
ず
屋
冒
彗
ら
雲
ｇ
胴
亀
９
｛
ｑ
３
一
）
（
駿
河
地
方
）
よ
ん

べ
な
ー
ｌ
１
忍
ん
だ
ら
え
ー
ｌ
ー
お
さ
ん
ど
な
１
、
ま
づ
い
、
畦
さ
ね

て
い
た
か
ら
ー
、
い
よ
ー
１
鍋
の
め
し
や
す
ぎ
て
、
突
っ
臥
し
た
－
１

－
え
ー
１
１
。
（
害
庁
彗
↑
げ
ｇ
早
劃
竺
二
｝
－
ｏ
ぎ
巨
竃
ま

ｏ
．
ｏ
巨
庁
ぎ
旨
”
暮
冒
冒
ｏ
豪
け
旨
ぎ
争
ｇ
ら
争
饒
良
色
ｏ
實
吻
“
｛
塁
ご

々
０
１
Ｕ
實
｝
Ｏ
庁
－
旨
Ｒ
轟
。
。
９
考
弩
豊
く
討
一
臼
邑
色
Ｏ
窒
巨
昆

ま
“
）
　
（
遠
江
地
方
）
う
ら
が
　
お
長
松
の
揮
は
１
、
蛸
よ
！
ち
あ
ー

あ
ぜ
さ
！
蛸
だ
と
お
も
す
る
え
（
？
）
、
八
間
真
中
に
足
だ
ら
け
、
し
ょ

ん
　
が
へ
　
ど
ー
　
ど
！
！
（
事
書
旨
－
争
畠
ｏ
『
墨
自
ま
吻
◎
Ｏ
巨
．

■



ぺ

／圭
一

■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

ｑ
－
曽
顯
叶
乙
ｏ
箏
　
げ
Ｏ
“
Ｈ
四
〇
チ
汁
Ｏ
・
弓
９
斤
◎
＜
◎
－
Ｏ
才
｛
則
９
Ｎ
０
ｏ
ｐ
曽
－
ｏ
９
｛
ｏ
チ
庁
ｏ
ｐ
－
Ｏ
曽
自
ｏ
ｏ

老
－
ｏ
９
目
ヨ
ま
ｏ
自
穿
ｏ
チ
ト
｝
庁
内
ｏ
旨
ぎ
｛
實
峯
ま
訂
（
冒
轟
ｏ
．
ｏ
目
）

ま
ｏ
弓
毒
ｏ
巴
－
ｏ
ま
ｏ
ｏ
ま
昌
・
胴
顯
ｏ
３
３
一
）
う
ら
が
性
根
は
浜
名

の
　
橋
よ
ー
え
ー
１
１
、
今
は
た
、
え
て
ー
１
１
、
音
も
せ
ぬ
　
え
ー

－
－
、
ど
ー
う
　
ど
ー
う
！
（
旨
９
旨
Ｏ
麦
量
秦
實
笹
９
ｏ
事
｛
竃

罠
Ｈ
－
鼻
¢
ら
易
｝
四
冒
９
自
四
一
甘
ざ
“
庁
“
色
¢
墨
旨
ｏ
ｑ
ｇ
四
げ
頃
ｏ
事
◎

○
ゴ
¢
員
目
旨
込
斤
９
ｂ
ｏ
ｏ
■
以
自
乙
ｏ
ｏ
ブ
考
オ
ｑ
旨
ｏ
ブ
■
＜
０
Ｈ
旨
◎
冒
冒
６
貝
包
ｑ
；

３
己
）
高
い
山
か
ら
谷
底
見
れ
ば
　
え
ー
ｌ
ｌ
ｌ
、
お
ま
ん
可
愛
い

や
布
さ
ら
す
　
な
ー
え
ー
ｌ
１
、
ど
ー
う
、
ど
ー
う
！
　
（
考
彗
冒
｛
｝

く
◎
目
ｏ
¢
昌
チ
◎
プ
ｏ
ｂ
国
實
胴
ｏ
～
｝
ｏ
旨
弓
チ
邑
帽
－
■
目
¢
弩
チ
四
自
９
く
伽
．

仙
伽
一
考
｛
ｏ
饒
ｏ
ず
旨
ｏ
チ
オ
“
Ｏ
冒
與
目
－
　
ｏ
ｏ
－
ｏ
げ
Ｈ
吐
ｏ
才
“
ｏ
ゆ
叩
　
■
９
旨
ｏ
員

旨
身
思
９
｛
０
．
自
３
己
）
、
以
上
に
掲
げ
た
歌
詞
は
何
れ
も
ラ
イ
プ
チ

ヒ
（
■
９
寝
釘
）
に
於
い
て
医
学
を
修
め
に
来
た
日
本
人
・
池
田
秀
雄

氏
の
教
示
さ
れ
た
も
の
で
、
同
氏
の
報
告
に
よ
っ
て
、
ビ
ュ
ヒ
ア
ー
氏

（
■
．
昂
ま
ブ
實
）
の
同
僚
教
授
で
あ
っ
た
コ
ン
ラ
デ
ィ
ー
氏
（
Ｏ
◎
箏

■
邑
く
）
の
一
門
下
生
で
あ
る
エ
ミ
ー
ル
・
シ
ユ
テ
ン
ッ
ェ
ル
氏
（
ｄ
冒
箏

乙
り
け
ｇ
ざ
色
）
が
、
記
録
に
留
め
て
置
い
た
旨
の
註
記
が
あ
る
（
内
由
ま
才

雲
苧
苧
ｏ
～
ｏ
ｏ
二
亀
－
お
一
）
。

　
尚
ほ
第
四
章
の
作
歌
の
各
種
を
敢
り
扱
っ
て
論
稿
の
中
に
、
其
の
第

　
　
　
「
労
働
と
律
働
」
、
に
於
け
る
日
本
関
係
の
記
事
（
淡
川
）

三
節
に
１
同
時
拍
節
の
労
働
」
ハ
声
ま
Ｏ
岸
昌
－
冒
２
９
０
睾
芽
げ
）
と

題
し
て
、
「
今
ま
で
に
論
じ
て
来
た
作
業
歌
に
於
い
て
は
、
慰
楽
的
及

び
刺
戟
的
要
素
が
労
働
リ
ズ
ム
に
於
け
る
。
総
て
の
接
続
点
で
明
白
に

現
は
れ
て
い
る
の
に
反
し
て
、
同
時
拍
節
に
於
い
て
は
、
我
等
は
唱
は

れ
て
い
る
歌
の
文
句
に
全
く
異
っ
た
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
を
見

出
す
の
で
あ
る
。
此
の
場
合
に
は
、
其
の
任
務
は
先
づ
第
一
に
総
て
の

労
働
老
に
一
定
の
時
点
に
同
時
に
同
種
の
力
を
出
す
様
に
促
す
こ
と
、

否
初
め
て
其
を
可
能
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
此
の
種
の
場
合
は
何
れ
も
、
多
数
の
人
を
要
す
る
、
重
い
荷
物
を
動

か
す
仕
事
で
あ
る
。
そ
の
際
行
は
れ
る
活
動
は
、
持
ち
上
げ
た
り
、
運

ん
だ
り
、
押
し
た
り
、
引
い
た
り
、
撞
い
た
り
、
漕
い
だ
り
す
る
こ
と

か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
引
く
の
に
も
水
平
に
引
く
の
と
、
垂
直
に
引

く
の
と
が
あ
る
。
」
と
冒
頭
し
て
、
各
国
の
実
例
が
引
用
さ
れ
て
い
る

が
、
　
「
荷
物
を
持
ち
揚
げ
た
り
、
又
は
運
ん
だ
り
す
る
際
の
歌
」
の
中

で
、
　
「
日
本
か
ら
も
亦
、
荷
物
運
搬
人
の
歌
の
一
例
が
あ
り
、
之
は
単

な
る
、
次
の
様
な
叫
呼
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
ホ
ー
　
ホ
ィ
ヨ
、

ホ
ー
ホ
ヨ
、
工
－
　
コ
ラ
　
サ
ッ
サ
！
ホ
ー
　
ホ
ｉ
　
ヨ
イ
　
ヨ
イ
、

工
ー
　
コ
ラ
　
サ
ッ
サ
！
（
｝
ｑ
チ
◎
－
＜
ｏ
ブ
ｏ
プ
◎
く
◎
＜
似
斤
似
Ｈ
以
ｏ
ｏ
婁
ｏ
ｏ
巴

罰
ざ
さ
－
着
ポ
苫
藪
孟
。
。
霧
吻
巴
）
。
此
の
歌
は
多
数
の
荷
物
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
五
（
九
二
一
）

！



　
　
　
立
命
館
経
済
学
Ａ
第
五
巻
・
第
六
号
）

搬
人
が
急
ぐ
場
合
に
、
合
唱
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
単
に
意
味
の
な
い
叫

呼
か
ら
成
り
立
っ
て
居
り
、
而
し
て
各
種
の
共
働
の
時
に
歌
は
れ
る
、

か
か
る
拍
節
歌
に
属
し
て
、
日
本
人
は
木
遣
り
と
云
う
、
一
の
、
独
自

の
名
称
を
付
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
之
は
此
の
種
の
作
業
歌
が
極
め

て
展
々
現
は
れ
て
い
る
一
証
批
で
あ
る
。
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（
５

田
庁
ざ
三
苧
串
○
・
一
〇
〇
・
冨
こ
。
又
此
の
、
同
じ
節
の
「
船
漕
歌
」

の
部
類
に
は
、
　
「
目
本
人
は
漕
歌
（
射
巨
竃
－
＆
實
）
に
つ
い
て
も
独

得
な
名
称
を
有
し
て
い
る
（
船
乗
歌
）
。
私
は
此
の
「
船
乗
歌
」
の
二

つ
を
報
告
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
」
と
し
て
、
　
「
遇
田
川
に
は
木
の
葉

来
流
す
、
私
や
主
故
名
を
流
す
。
ぎ
っ
ち
ょ
ん
！
　
ぎ
っ
ち
ょ
ん
！

（
ト
自
｝
ｏ
ｏ
旨
乙
ｏ
仁
冒
邑
凹
｝
自
¢
■
四
｝
ざ
－
宙
ゆ
■
旨
雪
筆
訂
Ｈ
碧
チ
考
－
冒
－

旨
ｏ
旨
一
】
Ｕ
ｏ
ぎ
ｇ
考
ｏ
胴
ｏ
目
■
ｐ
箏
－
争
昌
９
箏
ｏ
旨
胴
暮
ｏ
昌
オ
四
昌
ｏ
目

碧
ま
昌
旨
§
・
９
多
昌
竺
９
０
ブ
昌
£
」
、
　
「
潮
来
出
島
の
真
菰
の
中

に
菖
蒲
咲
さ
く
と
は
、
に
く
ら
し
や
！
（
ｑ
葦
竃
ｏ
書
ｏ
ｏ
ｏ
巨
穿
冒
津
ａ

宙
９
け
＄
ｏ
ｑ
ｏ
旨
霧
雲
昌
ｐ
宙
巨
睾
ｏ
－
竃
乙
ｏ
争
考
胃
；
－
£
宕
け
ら
“
吻

邑
Ｏ
葦
Ｏ
。
｝
昌
雪
－
争
～
）
」
が
、
引
用
と
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
宍
一

国
口
９
お
■
一
苧
凹
一
◎
．
一
〇
〇
一
Ｎ
二
．
）
。

　
本
書
は
其
の
結
論
と
も
見
る
可
き
、
第
九
章
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た

「
経
由
的
発
展
原
則
と
し
て
の
リ
ズ
ム
」
（
Ｕ
實
申
耳
鶉
昌
轟
巴
閉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
ニ
ハ
（
九
二
二
）

票
◎
暮
旨
げ
亭
轟
ｄ
幸
ま
ｏ
斤
－
昌
霊
肩
ま
ｏ
亭
）
　
と
題
す
る
論
稿
で
終

っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
冒
頭
に
は
次
の
如
く
述
べ
ら
れ
て
い

る
、
　
「
吾
人
の
研
究
は
其
の
末
端
が
今
日
の
世
界
で
は
相
互
に
遠
く
離

れ
て
い
る
が
、
其
れ
を
遠
く
遡
っ
て
追
求
す
る
に
従
っ
て
相
互
に
接
近

し
、
終
に
は
尽
く
一
つ
の
点
に
集
っ
て
い
る
処
の
、
幾
本
か
の
繍
を
明

る
み
え
出
し
た
の
で
あ
る
。
此
の
一
点
は
途
無
き
闇
黒
が
人
類
の
太
古

史
を
蔽
っ
て
い
る
地
域
の
限
界
の
直
ぐ
傍
に
横
は
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
而
し
て
此
の
交
叉
点
か
ら
既
往
を
今
一
度
心
眼
を
以
て
幾
千
年
を

通
じ
て
追
求
す
る
時
は
、
吾
人
は
物
的
な
面
か
ら
は
分
化
及
び
結
合
と

見
傲
し
得
、
人
的
な
面
か
ら
は
労
働
結
合
及
び
労
働
分
割
と
見
な
し
得

る
杜
会
的
発
展
行
程
が
問
題
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
認
識
す
る
の

で
あ
る
。

　
此
の
交
錯
点
に
於
い
て
は
、
吾
人
は
労
働
が
尚
ほ
芸
術
及
び
遊
戯
か

ら
区
別
さ
れ
て
い
な
い
の
を
見
る
の
で
あ
る
。
労
働
、
遊
戯
及
ぴ
芸
術

を
自
か
ら
の
中
に
融
合
さ
せ
て
い
る
、
唯
一
種
類
の
人
間
的
活
動
が
、

存
在
す
る
の
み
で
あ
る
。
人
間
の
精
神
的
並
び
に
肉
体
的
活
動
の
、
此

の
本
源
的
統
一
性
の
中
に
、
吾
人
は
既
に
遊
戯
の
重
要
形
態
及
び
総
て

の
芸
術
　
　
動
く
芸
術
並
び
に
静
止
の
芸
術
を
其
の
胚
種
中
に
合
む
処

の
、
後
の
経
済
的
、
技
術
的
労
働
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
吾
人



の
概
念
を
此
の
状
態
に
移
さ
ん
と
す
る
な
ら
ば
、
吾
人
ば
芸
椛
（
音
楽
、

舞
踊
、
作
詩
）
は
労
働
の
遂
行
と
共
に
現
は
れ
、
静
止
の
芸
術
（
彫

刻
、
絵
画
）
は
労
働
の
結
果
－
其
が
単
な
る
図
案
の
形
態
に
止
っ
て

い
る
こ
と
も
珍
ら
し
く
な
い
が
　
　
具
現
さ
れ
る
も
の
と
云
は
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
然
し
是
等
の
も
の
総
て
に
は
、
尚
を
経
済
的
要

素
が
欠
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
之
は
純
粋
な
、
本
能
的
な
生
命
活
動
で

あ
る
。
」
（
内
．
吋
ま
ぎ
三
與
．
苧
○
．
一
乙
０
．
Ｃ
。
り
べ
ー
轟
．
）
。

　
此
の
所
説
に
斑
れ
ば
、
元
来
本
源
的
に
は
同
一
の
も
の
で
あ
っ
た
労

働
と
遊
戯
、
技
術
と
芸
術
、
是
等
が
夫
々
相
互
に
分
離
し
て
行
っ
た
の

は
、
漸
進
的
発
展
経
過
の
述
を
辿
っ
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
故
に
当

然
史
的
老
察
の
要
が
認
め
ら
れ
る
の
も
あ
っ
て
、
此
の
場
合
日
本
の
実

例
と
し
て
は
、
如
何
な
る
も
の
が
引
用
さ
れ
て
い
る
か
を
見
る
に
、
原

始
的
な
道
具
技
術
の
前
提
及
び
結
果
の
強
制
的
性
質
に
と
っ
て
特
徴
的

な
も
の
と
し
て
、
同
時
拍
節
労
働
及
び
交
互
拍
節
労
働
の
例
が
示
さ
れ

て
い
る
。
先
づ
典
型
的
な
、
完
全
な
同
時
的
拍
節
の
例
と
し
て
は
、
大

工
が
角
材
を
建
築
場
へ
運
搬
す
る
処
の
、
北
斎
の
画
を
転
写
し
た
も

の
、
経
済
雑
誌
杜
の
発
行
に
な
り
し
「
杜
会
学
彙
」
第
一
巻
か
ら
引
用

さ
れ
た
処
の
、
奈
良
大
仏
寺
建
立
の
際
の
石
材
運
搬
の
図
、
宝
暦
の
著

に
な
る
、
我
が
国
諾
国
の
名
産
を
彙
集
し
、
図
轟
を
加
え
て
説
示
し
た

　
　
　
「
労
．
働
と
律
働
」
に
於
げ
る
日
本
関
係
の
記
事
（
淡
川
）

処
の
「
山
河
物
図
絵
」
中
よ
り
引
用
し
た
、
鯨
が
踊
り
と
歌
の
伴
奏
と

で
嬢
嬢
仕
掛
け
の
綱
を
使
用
し
て
陸
揚
げ
さ
れ
る
状
況
、
建
築
労
働
老

が
石
を
撞
込
む
地
撞
の
有
様
、
北
斎
の
蓋
を
転
写
し
た
処
の
、
歌
声
を

合
図
に
す
る
、
荷
車
の
牽
引
及
び
後
押
し
等
が
あ
る
。
又
我
が
国
に
持

に
多
く
認
め
ら
れ
る
処
の
交
互
拍
節
労
働
の
例
と
し
て
は
、
奈
艮
に
於

け
る
晒
布
の
図
が
引
用
さ
れ
、
更
に
同
時
拍
節
と
交
互
拍
節
と
の
両
程

が
結
合
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
六
人
の
鱗
踏
人
夫
が
製
織
場
で
作
業
し

て
い
る
処
が
、
前
に
挙
げ
た
「
日
本
山
海
名
物
図
絵
」
中
よ
り
例
示
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
是
等
労
働
作
業
の
状
況
が
永
年
に
亘
り

漸
く
成
立
し
た
処
の
、
確
乎
た
る
習
慣
的
規
則
の
存
在
を
立
証
す
る
も

の
と
し
て
、
技
術
的
に
見
て
余
り
収
益
的
で
な
い
綱
曳
き
の
、
頻
繁
な

応
用
、
彼
の
職
業
の
記
し
と
し
て
其
の
手
に
采
配
を
持
っ
て
い
る
音
頭

敢
に
依
る
労
働
の
指
揮
、
交
互
拍
節
労
働
を
除
い
て
、
総
て
の
場
合
に

認
め
ら
れ
る
処
の
、
拍
節
歌
を
以
て
す
る
仕
事
誘
導
、
背
中
に
つ
け
た

紋
章
に
よ
る
、
同
じ
親
方
の
配
下
に
い
る
労
働
老
の
表
象
等
の
諾
事
項

が
、
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
是
等
の
資
料
は
何
れ
も
最

近
京
都
で
物
故
さ
れ
た
西
彦
太
郎
氏
の
助
力
を
得
て
入
手
し
た
旨
の
註

記
が
あ
る
。

　
本
書
に
引
用
さ
れ
た
処
の
、
中
国
及
び
日
本
の
、
労
働
と
律
動
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
七
（
九
二
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
五
巻
・
第
六
号
）

す
る
実
例
が
持
つ
意
味
と
し
て
老
う
可
き
は
、
同
じ
く
氏
の
著
作
に
な

る
「
国
民
経
済
進
化
論
」
（
冒
ｏ
目
ｂ
蒜
け
争
彗
嶋
｛
實
く
ｏ
－
斤
吻
乏
き

碧
罫
津
（
第
二
集
の
巻
頭
な
る
「
贈
与
、
貸
与
及
ぴ
招
請
労
働
」
（
ｏ
ｏ
ｏ
干

彗
鼻
旨
寧
－
９
ざ
旨
ｑ
曳
葦
曽
ま
ｏ
５
と
題
す
る
論
稿
中
の
、
次

の
一
節
で
あ
ろ
う
、
　
「
各
経
済
が
其
の
必
要
と
す
る
時
に
、
充
分
な
労

働
力
を
得
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、
隣
人
相
集
り
、
之
に
労
力
を
給
付
す
る

風
習
は
、
多
く
の
民
族
の
間
に
見
ら
れ
、
恐
ら
く
世
界
全
般
に
亘
る
現

象
と
も
見
倣
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
露
西
亜
人
、
南
ス
ラ
ヴ
人
、
羅
間
尼

人
、
エ
ス
ト
ラ
ン
ド
人
及
び
阿
弗
利
加
の
パ
ン
ツ
人
等
は
、
何
れ
も
夫

々
の
言
葉
に
於
い
て
、
此
の
風
習
に
属
す
る
、
独
自
の
称
呼
を
有
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
之
以
外
に
、
招
講
労
働
は
亜
細
亜
の
、
殆
ど
総
て
の

部
分
に
於
い
て
、
即
ち
其
の
西
端
か
ら
中
国
に
至
る
迄
に
認
め
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
」
（
き
団
ま
ざ
三
冒
¢
Ｏ
き
黒
２
自
ｂ
胴
ｑ
害
く
◎
－
訂
考
で

ま
署
罫
宍
自
・
ｏ
◎
・
声
茎
・
ｏ
ｏ
二
〇
し
。
此
の
記
述
の
中
で
特
に
目
本
と

云
う
字
は
な
い
が
、
　
「
亜
細
亜
の
、
殆
ど
、
総
て
の
部
分
に
於
い
て
」

と
あ
る
の
に
見
れ
ば
、
当
然
此
の
中
に
は
本
邦
の
場
合
も
包
合
さ
れ
て

い
る
も
の
と
考
え
て
も
、
差
支
な
い
で
あ
ろ
う
。
招
請
労
働
と
云
う
様

な
、
極
め
て
古
い
、
労
働
要
求
の
形
態
、
而
か
も
同
一
種
の
仕
事
の
為

め
に
多
数
人
が
同
時
に
、
同
処
に
集
結
す
る
こ
と
も
持
色
と
す
る
、
此
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の
程
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
然
其
の
労
働
が
律
動
的
方
法
で
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
労
働
と
律
動
と
の
関
係
に
於
け
る
、
本

邦
の
実
例
が
比
較
的
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
の
も
、
此
の
招
請
労
働
の

考
察
に
関
聯
し
て
い
る
こ
と
を
特
に
注
意
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
恩

う
。
而
か
も
田
植
歌
に
其
の
著
例
を
見
る
如
く
、
本
邦
至
る
処
の
農
村

に
於
い
て
、
此
の
種
の
労
働
形
態
が
尚
を
微
か
乍
ら
も
其
の
残
響
を
留

め
て
い
る
こ
と
は
、
本
書
の
最
後
に
強
調
さ
れ
た
、
次
に
引
用
す
る
結

言
と
恩
い
合
せ
て
、
尚
を
一
綾
の
光
明
を
認
め
る
が
如
き
心
地
す
る
の

で
あ
る
、
　
「
此
の
点
で
は
個
々
人
の
生
活
は
貧
し
い
、
無
趣
味
な
も
の

に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
労
働
は
彼
に
敢
っ
て
は
最
早
や
音
楽
で
あ

り
、
叉
同
時
に
詩
で
は
な
く
な
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
市
場
向
き
の
生

活
は
最
早
や
彼
に
、
自
家
用
の
為
め
の
生
産
に
認
め
得
る
様
な
、
個
人

的
な
名
誉
と
名
声
と
を
も
た
ら
さ
な
い
の
で
あ
る
。
此
の
市
場
向
き
生

産
な
る
も
の
は
ダ
ー
ス
物
を
要
求
し
、
個
人
的
、
芸
術
的
好
み
を
少
し

も
認
め
な
い
で
あ
ろ
う
。
芸
術
は
パ
ン
に
頭
を
屈
し
て
了
っ
た
の
で
あ

る
。
職
業
的
に
造
り
上
げ
ら
れ
た
活
動
は
、
朗
か
な
遊
戯
で
も
な
け
れ

ば
、
叉
愉
快
な
享
楽
で
も
な
く
し
て
、
真
面
目
な
義
務
で
あ
り
、
而
し

て
展
々
苦
痛
な
禁
欲
で
も
あ
る
。
然
し
叉
之
と
合
せ
て
、
是
等
全
体
が

此
の
発
展
過
程
に
於
い
て
獲
得
し
た
処
の
も
の
を
看
過
し
て
は
な
ら
ぬ



…
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山…
凸叩…

の
で
浄
る
。
技
術
と
芸
術
と
は
、
分
化
と
分
業
と
に
よ
っ
て
従
来
夢
想

だ
も
せ
な
か
っ
た
処
の
、
高
度
の
能
率
に
ま
で
発
達
し
た
の
で
あ
る
。

労
働
は
一
層
生
産
的
と
な
り
、
又
吾
人
の
財
貨
の
供
給
は
一
層
豊
富
と

な
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
技
術
と
芸
術
と
が
何
日
か
は
、
精
神

に
は
幸
福
な
清
澄
を
、
叉
肉
体
に
は
自
然
民
族
の
間
の
最
良
の
も
の
を

越
え
し
め
る
、
調
和
の
あ
る
完
全
さ
を
敢
戻
す
、
一
層
高
い
律
動
的
な

統
一
を
括
約
し
得
る
で
あ
ろ
う
処
の
希
望
を
棄
て
て
は
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。
　
（
呂
一
宙
ま
ざ
三
串
與
一
◎
一
一
〇
〇
一
仁
Ｎ
一
一
）
。

●

「
労
働
と
律
働
」

に
於
げ
る
日
本
関
係
の
記
事
（
淡
川
）

●

二
一
九
（
九
二
五
）




